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警戒区域内で震災前より継続飼育されている黒毛和牛の調査状況（2．疾病状況と病理検査結果） 

 

Investigation of wagyu (Japanese black cattle) in Fukushima caution zone (2. Result of pathological examination) 
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１．はじめに 

 震災前より福島県の警戒区域内（2014年の最大空間線量率約40mSv/月程度）で継続飼育されている黒毛和種牛の

調査のうち、本発表では病理解剖を行った症例にみられた疾病状況と病理検査結果を報告する。 

２．実験方法 

症例は福島第一原子力発電所から半径20km圏内の4カ所の牧場で震災前より飼育・維持されていた約1歳〜11歳の

黒毛和種牛47例で、2013年5月から2015年12月の間にそれぞれ病理解剖を行った。肉眼的に病変の有無を観察した後、

肝臓、脾臓、腎臓、心臓、肺、副腎、膵臓、下垂体、消化管、骨格筋、卵巣、子宮、眼球、大脳、小脳、脳幹部、

脊髄、リンパ節、皮膚、骨髄などをそれぞれ採材した。採材組織は10%中性緩衝ホルマリン液で固定し、常法に従

って組織標本を作製した。一部の皮膚組織は電子顕微鏡観察に供した。なお、牛の剖検は各農家の承諾と岩手大

学動物実験委員会の承認を得て実施した。 

３．結果および考察 

剖検例のうち、起立困難や削痩、食欲不振、眼球突出などの明らかな臨床症状を示して予後不良と判断した5例

（10.6%）はリンパ腫であった。これらの症例はいずれも血中の牛白血病ウイルス抗体が陽性を示し、病変の肉眼

的および組織学的特徴は従来報告されている地方病性牛白血病と一致した。特に明らかな臨床症状はないものの

鑑定殺を行った42例のうち、3例（7.1%）で甲状腺の腫大が認められた。いずれの症例も結節性または嚢胞性病変

を認めず、甲状腺の全体がび漫性に腫大していた。組織学的に細胞異型や有糸分裂像の増加はほとんど認められ

ないことから、牛などの家畜でヨード欠乏によって発症することが知られている非腫瘍性の増殖性病変であるび

漫性甲状腺腫と診断した。ほぼ全身の体表に直径数cm大の散発性白班を示す症例を3例（7.1%）剖検した。白斑の

病変部では、肉眼的に毛と皮膚の両方または毛のみが白色を呈していた。組織学的に毛、表皮、毛包などに分布

するメラニン色素の減少あるいは消失が認められ、正常部位と比較してメラノサイト数も有為に減少していた。

病変部ではメラノサイトを含め、アポトーシスの発現はほとんど認められなかった。これらの白斑は原発事故か

らおよそ1年後に発生がみられ始め、現在も定期的に経過観察を行っている。 

４．結論 

 今回の検索では、牛白血病、甲状腺の腫大、白斑などがみられたが、現在のところ放射線の影響を明確に示す

エビデンスは認めていない。 
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